










最近の胎児妊婦管理,及び新生児管理の進歩は,周産期死亡率の低下をもたらしてはいるが,

いまだ未解決の問題も多い。 

早産未熟児出生予防もその一つであり,進んだ未熟児管理の結果,児の予後が改善されたと

はいえ,児の長期予後の観点から,早産を予防することにより未熟児出生防止を積極的にお

しすすめることが,より合理的である。 

近年,切迫早産に対する子宮収縮抑制剤としてprostaglandin antagonistsやβadrenergic 

agqnts が広く用いられている。前者の子宮収縮抑制作用は強力であり,臨床的にも有効で

あるが,胎仔ボタロ一管に対する作用が動物実験では報告されており,慎重な使用が要求さ

れている。一方βadrenergic agents は,そのβ2作用により子宮収縮抑制効果と速効性を

有する反面β1 作用のため循環系副作用は不可避であり,切迫早産治療薬として理想的な

ものとはいえなかった。しかし薬剤の研究は進み,β2作用が強くβ1作用の弱いselective 

β2-stimulant の開発がなされ,その良好な臨床効果が各国で注目されている。 

今回,我々は,その一つである ritodrine を切迫早産の治療に用い,その効果及び副作用に

ついて検討を加えたので報告する。 


